
           岐阜城を訪れて 

2018年 4月 10日 

我部山民樹 

高知の土佐カントリー倶楽部と黒潮カントリー倶楽部で高校の同級生たちと好

例のゴルフをする。その行き帰りに東海道沿線の名城を訪れることにしている。 

また、登山の時や四国でも立ち寄ることにしている。松江城、松本城、松山城、

今治城、宇和島城、徳島城址である。高知城と丸亀城は毎年のように訪れている。 

東海道沿線では小田原城、名古屋城、大垣城、大阪城、姫路城、清州城、彦根城、

浜松城、岡山城、犬山城、駿府城に立ち寄った。今年は岐阜城を訪れることにす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



信長公・道三公ゆかりの城である。日本百名城の一つである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

斉藤道三が息子義龍に岐阜城を譲った後で，義龍と仲違いし、闘いの果てに敗れ

た。道三が、主君の守護土岐頼芸の愛称妻をもらい受けたが、既に頼芸の子供を



身ごもっていて、それが義龍である。道三が頼芸を追い、美濃の国の実権を握っ

たが、義龍がそのことを知り、不和になって、争いとなり、道三が敗死。 

 

斉藤義龍 

 

 

 

 

 

 

 

 

その後、道三の娘婿の信長が義龍を破り、ここに拠点を構えた話はあまりにも有

名である。信長入城の後、稲葉山を金華山に、稲葉山城を岐阜城に、井ノ口を岐

阜に改称した。後に信長は岐阜城を長男信忠に譲り、自らは安土城に移る。 

岐阜駅前より路線バスにて岐阜公園に向かう。そこから徒歩で凡そ 10分程度で

金華山ロープウェイ山麓駅にたどり着く。ロープウェイにて山頂駅に向かい、そ

こから徒歩にて 10数分で城に辿り着く。天守閣の展望台より、長良川や岐阜の

街並みを見渡す。遠くに乗鞍岳が見える。 

山は急峻であり、堅牢な山城であることが良く分かる。 

信長はどのルートで、また一体どのようにして攻め落としたのだろうか？籠絡

した内応者を利用したのだろうか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岐阜城資料館に立ち寄る。ご多分に漏れず、鎧兜がある。資料により‘当時の城

は 1600年に城主の信長の孫秀信が西軍に味方した為、東軍に攻められ、激戦の



末に落城。その後廃城となり、天守閣は加納城に移された。現在の城は 1939年

に鉄筋コンクリート造りで復興された。棟高さ17.7ｍの3層で一階は武具の間、

2階は城主の間、3階は望楼の間として展望台になっている。‘と分かる。 

天守近くのレストランで市街を眺望しながら、ビールを楽しむ。 

 

下山後、岐阜市歴史博物館に立ち寄る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上 


